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1．背景と研究目的 

福島第一原子力発電所の地下には大量の汚染水が滞留している。汚染水中の放射性核種は，滞留水中

の沈殿物や建屋構造材に移行することが想定されており，本件ではそのうち，鉄系構造材の腐食によっ

て生成するさびへの移行に着目した。別途実施した，人工海水をベースとした模擬汚染水への炭素鋼試

験片の浸漬試験から，さびの生成に伴い人工海水中の元素（Ce，Sr）が減少し，さびへ移行することが

示唆された。さびは様々な形態を有していることから，移行した元素がどの様な状態のさびに移行して

いるかを把握するため，生成したさびの X 線回折プロファイルを取得し，錆の状態の推定を検討してい

る。通常，X 線回折測定は乾燥した粉末試料を用いるが，生成したさびは液中と乾燥状態で状態が変化

すると考えられるため，本件では，模擬汚染水中のさびを直接測定し，取得されるプロファイルを確認

した。 

 

2．実験内容 

人工海水（金属腐食試験用アクアマリン，八洲薬品株式会社）に炭素鋼試験片（高圧配管用）を浸漬

して生成したさびを測定対象とした。さびは，浸漬を開始してから 1 か月後の状態で測定を行った。浸

漬液を含んだ状態で，1mmφのリンデマンガラスキャピラリーに封入した。使用した X 線波長は鉄化合

物の測定に一般的な 16keV を用い，2θ= 0 ~ 100°の範囲でデータを取得した。 

 

3．結果と課題 

回折プロファイルを Fig.1 に示す。水

に由来するブロードなピークが 2θ= 0～

40°で確認されたが，明確なピークが確

認された。また，2θ= 40～60°付近にみ

られるアモルファス状の鉄化合物に由来

する，ブロードなピークが見られなかっ

たことから，さびは結晶性の化合物であ

ることがわかった。検出されたピークを

帰属すると，さびは，α，及びβオキシ

水酸化鉄，酸化鉄等の多種が混合したも

のであった。また，その組成は同一試料

であっても採取毎に変化すること，固液

比の影響を大きく受けることを確認した。同一試料を静置した状態で時間をパラメータとして取得する

方法を検討し，次回測定に臨みたい。 
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Fig. 1 X 線回折プロファイル 


